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―― 農事会本部・温泉郡農会技師時代 ――














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































６６ 松山大学論集 第１６巻 第１号
の農事講習会を行い，講義した。１４日講習が終了し，授与式を行った。
５月１５日，温は温泉郡農会を辞し，愛媛県農会技師に就任した。この時，
温３４才。『愛媛県農会報』第７５号に就任の辞が述べられているが，大要次の
ごとくである。愛媛県農会創立以来，本会は鋭意活動を行い，本県農業は面目
一心，長足の進歩を遂げてきた。その進歩にあたり，本会技師風雲児たりし千
石，衛藤両技師の敏腕，卓識大であった。今，両氏県農会を去り，四顧寂寞，
時局難境に入っている。本県農業の進歩は誠に異数の事跡を示したが，しかし，
まだ，農事改良の花を開き始めたに過ぎない，艶麗芳香，福利増殖の美果はい
まだ遠き未来に属している。このことを顧みれば，農会の責任極めて大であり，
不敏，不才，浅学の身で，果たしてこの責任を全う出来ようか。しかし，先輩
諸氏の援助により，正直につとめ大事に働かん，浮世の事にうとき身なれば，
と述べている。４８）誠実な人柄がうかがわれる。
４８）『愛媛県農会報』第７５号。明治３８年６月。
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